
 
今を大切に 

 
もうだいぶ前のことになりますが､あおるお母さんか

ら小学校で縄跳びをするので､小学校へ行った時に

困らないように幼稚園の体育でもっと

縄跳びをやって欲しいと言う要望があ

りました。 

幼稚園でやる事は小学校の準備と

か先取りをすることではありませんの

で､そのお母さんの要求にお応えする

事はしませんでした｡ 

胎教と称して､お腹の赤ちゃんに音

楽を聞かせたり､絵本を読んで聞かせ

たり､もっとすごいのは､学校でするよう

な勉強に関する知識をお母さんがお腹の赤ちゃんに

聞かせて､その結果、超一流の大学へほぼ全員の子

供たちを合格させたと言っている例もあるようです｡ 

確かに、お腹の赤ちゃんは､お母さんの声を聴いて

います｡音楽や､お話などは､お母さんの気持ちが安定

し､心地よい気持ちになるので､お母さんの情緒が安

定し､その結果赤ちゃんの情緒も安定するというような

効果は考えられます。赤ちゃんはお中の中にいる時

から成長しているので胎教は大事だと思っていますの

で、胎教を否定するわけではありませんが、知識を教

えてそれを覚えると言う事は考えにくいことだと思いま

す｡きっと胎教にそれだけ熱心なお母さんだから、生ま

れてからの教育にも相当熱心だったのでしょう。その

効果のほうが大きいと思います。 

胎児は外からの刺激に確かに反応します｡しかし、

刺激を繰り返すとそれに応えるだけの能力を身につけ

るという考えには賛成できません。お母さんが冷たい

水を飲んだ時､胎児はびっくりしてお腹を蹴った事を

経験していると思いますが､胎児はある時期になると盛

んにお母さんのお腹をけるようになります｡実は蹴って

いるというより､自転車をこいでいるように足を動かして

いるのだそうです｡これは､将来歩いたり、早く走られる

ようになったりするための練習ではなく､胎盤に､体が

癒着しないようにするためと､血行を良くするために行

っている運動だということがわかってきました｡ 子育てかわら版 第１３号 

生まれてからのことを考えた準備行動ではなくて、

体内にいる瞬間を大切にしているという事です｡ 園長だより１１７号復刻 

過去の園長だよりです 
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この運動は誕生とともに消えていきます｡もうその必

要がなくなったからです｡そして首が座るようになると､

親が教えなくても､赤ちゃん自らが寝返りを打つように

なります｡その時は寝返りを打つ事に全身全霊を傾け

ます。寝返りを打てるようになるとハイハイを始めます。

このように今やるべき事をきちんとやり遂げることが次

の発達の準備になるのです。これが自然な成長であり、

発達です。先取りをして、今やるべき事を十分やらな

いまま次の事をやるのは、準備が出来ていませんから、

後で必ず弊害が出ます。 

人よりも早くできるようにしたいと思

う人は自信のない人です。自信がな

いから人よりも早くできるようにして安

心したいのです。自信とは自分を信

じている心です。このままの自分でい

いんだと思っていることです。 

自信のある人は自分だけでなく子

供も信じていますから、子供には、自

然な成長をすることに任せます。 

すなわち、子供が今しようとしていることを十分やら

せて、決して先を急いだりはしません。極端な例で考

えて見ましょう。時々韓国では、数学の能力が高いの

で小学生が大学に飛び級したことがニュースとして伝

えられます。確かに数学という狭い分野では大学生に

匹敵する能力がありますが、周りのクラスメイトは成熟

した大人です。恋愛に夢中な人たちが誰も虫取りには

付き合ってくれません。極端な飛び級は人間形成に

大きなマイナスとなるでしょう。 

虫取りをしたり、徒党を組んで行動したり、秘密基地

を作ったりなどしてその年齢にふさわしいことをするこ

とが成長発達上必要なことだからそれをするようにな

っています。 

人間はひとつのことを繰り返し、繰り返し練習すると

その能力が伸びます。だからといって一つのことだけ

を集中的訓練することには私は反対です。人間の力

は総合力だと思っています。幼児としての生活をきち

んとすることが将来への幸せにつながると思っていま

す。 

少年事件の犯罪者が、判で押したように学校の成

績は良いと言われているのは学校の勉強だけ出来れ

ばいいと早くから勉強だけに力を入れてきて、他の大

切なことを軽視してきたからではないでしょうか。 


